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やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙

広報　　　

今月の
表紙

2020年東京五輪でメダルの期待がかかるＢＭＸの選手が小田小学校に来校。
自転車マナーとともに夢を持つことの大切さを伝えました。（関連記事11ページ）



Information
まちからの

お知らせ

　平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
堤
防
が
決
壊
し
た
小
田
川
と

高
梁
川
と
の
合
流
地
点
を
付
け
替
え
る
事
業
の
着
工
式

が
、
６
月
16
日
倉
敷
市
の
柳
井
原
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　こ
の
工
事
は
、
国
が
小
田
川
の
水
位
を
抜
本
的
に
引

き
下
げ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
小
田
川
と
高
梁
川
の

合
流
点
を
約
４
・
６
キ
ロ
下
流
に
移
す
と
と
も
に
、
現

在
の
合
流
箇
所
に
は
新
た
な
堤
防
を
造
り
、
小
田
川
を

柳
井
原
貯
水
池
（
倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
）
を
通
過
さ

せ
て
高
梁
川
と
合
流
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　こ
れ
に
よ
り
、
高
梁
川
が
小
田
川
の
流
れ
を
せ
き
止

め
る
「
バ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
現
象
」
の

影
響
を
抑
え

て
流
れ
を
ス

ム
ー
ズ
に

し
、
水
位
の

低
下
を
図
っ

て
氾
濫
を
防

ぐ
も
の
で
す
。 平

成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

小
田
川
付
け
替
え
事
業

　
　　
　令和
５
年
度
末
完
成
目
指
す

　矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
介
護
保
険
の
自
己
負
担
金
等
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
財
政

支
援
を
受
け
て
免
除
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
６
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
介
護
保
険
の
自
己
負
担
金
等
に
つ
い
て
、
町
独
自
で
今

ま
で
と
同
様
の
免
除
措
置
を
令
和
元
年
12
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
減
免
措
置
を
終
了
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。）

　該
当
と
な
る
人
は
、
免
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所

な
ど
で
受
診
等
す
る
場
合
は
、
保
険
証
ま
た
は
介
護
保
険
証
と
免
除
証
明
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　免
除
の
対
象
の
人
で
も
、
免
除
証
明
書
を
提
示
し
忘
れ
た
等
、
自
己
負
担
金
等
を
す
で
に

支
払
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　①
住
家
が
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
人

　②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
人

　③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
災
害
に
よ
り
不
明
で
あ
る
人

　④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
業
務
を
廃
止
し
、
ま
た
は
休
止
さ
れ
た
人

　⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
失
職
し
、
現
在
収
入
が
な
い
人

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
】

　町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　☎（
82
）
１
０
１
１
　有
線
０
５
７
１

【
介
護
保
険
】

　保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
　☎（
82
）
１
０
１
３
　有
線
０
５
８
１

※

協
会
け
ん
ぽ
等
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
各
保
険
者
で
の
措
置
に
つ
い

て
、
事
業
所
等
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
も
、

令
和
元
年
12
月
末
ま
で
免
除
措
置
が
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
人
へ

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
の
自
己
負
担
金
等

の
免
除
措
置
が
令
和
元
年
12
月
末
ま
で
延
長

　県
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
対
し
、
子
ど
も
の
た
め

の
災
害
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象

　平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
岡
山
県
の
区
域
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
、
現
に
自
己
の
生

活
の
本
拠
と
し
て
住
居
の
用
に
供
し
て
い
る
建
物
が
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
床
上
浸

水
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
（
被
災
日
を
基
準
と
し
て
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）
を
養
育
し
て
い
る
人

●
支
給
額

　子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世
帯
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
支
給
）

●
申
請
期
限

　令
和
元
年
10
月
31
日
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
分
）

●
申
請
方
法

　必
要
書
類
を
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
に
郵
送

※

申
請
書
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
民
局
福
祉
振
興
課
、
ま
た
は
保
健
福
祉
課
で
入
手
で

き
ま
す
。

■問
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課 「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
係

　 ☎（
０
８
６
）２
２
６-

７
８
７
４
　ま
た
は
　☎（
０
８
６
）２
２
６-

７
８
７
５

子
ど
も
災
害
見
舞
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
地
域
の
助
け
合
い
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
昨
年
の
豪

雨
災
害
で
も
地
域
の
共
助
の
力
で
安
否
確
認
が
で
き
、
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　町
で
は
、
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う
組
織
（
自
主
防
災
組
織
）
の
促
進
や
活
性
化
を
図
る

た
め
、
次
の
活
動
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。 

・ 

避
難
訓
練
（
訓
練
活
用
時
の
資
機
材
購
入
含
む
） 

・ 

防
災
研
修
会 

・ 

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援 

・ 

地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成 

な
ど

　自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
活
動
支
援
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係
　☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
５
１
３

地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
？

いざという時すぐに避難できますか？
防災グッズのチェックを！！

非常備蓄品
（少なくとも３日は自力で生活できるように準備。）

　防災の基本は「自助」です。
　必要となる備蓄品等は、防災グッズとしてひとまとめにし、いつ
でも持ち出せるようにしておきましょう。
　また、定期的に使用期限のチェックを行うなど、有事の際に使え
るようにしておきましょう。
■問総務企画課行政情報係　☎（82）1010　有線0513

□食品（レトルト食品、缶詰、スープ、調味料、
チョコレート、あめ等）

□水（一人一日３リットル目安）
□携帯ラジオ（予備電池含む）
□燃料（卓上コンロ、固定燃料等）
□毛布、タオルケット、寝袋
□簡易トイレ
□洗面用品（ドライシャンプー、石鹸等）
□鍋・やかん
□簡易食器（割り箸、紙コップ等）
□ラップ、アルミホイル
□トイレットペーパー、ウエットティッシュ

非常持出品
（とっさの場合に持ち出せるようにリュックにつめる。）

□非常食（乾パン、缶詰等）
□携帯ラジオ（予備電池含む）
□懐中電灯・ろうそく（予備電池含む）
□救急医薬品（絆創膏・包帯・傷薬）
□ろうそく
□ヘルメット
□ライター・マッチ・ナイフ・缶切り等
□ティッシュ・タオル
□衣類（防寒用含む）
□常備薬
□貴重品（現金含む）
□健康保険証のコピー

小田川

高
梁
川

2令和元年７月号
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育
し
て
い
る
人

●
支
給
額

　子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世
帯
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
支
給
）

●
申
請
期
限

　令
和
元
年
10
月
31
日
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
分
）

●
申
請
方
法

　必
要
書
類
を
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
に
郵
送

※

申
請
書
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
民
局
福
祉
振
興
課
、
ま
た
は
保
健
福
祉
課
で
入
手
で

き
ま
す
。

■問
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課 「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
係

　 ☎（
０
８
６
）２
２
６-

７
８
７
４
　ま
た
は
　☎（
０
８
６
）２
２
６-
７
８
７
５

子
ど
も
災
害
見
舞
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
地
域
の
助
け
合
い
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
昨
年
の
豪

雨
災
害
で
も
地
域
の
共
助
の
力
で
安
否
確
認
が
で
き
、
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
が
あ
り

ま
す
。

　町
で
は
、
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う
組
織
（
自
主
防
災
組
織
）
の
促
進
や
活
性
化
を
図
る

た
め
、
次
の
活
動
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。 

・ 

避
難
訓
練
（
訓
練
活
用
時
の
資
機
材
購
入
含
む
） 

・ 

防
災
研
修
会 

・ 

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援 

・ 

地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成 

な
ど

　自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
活
動
支
援
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係
　☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
５
１
３

地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
？

いざという時すぐに避難できますか？
防災グッズのチェックを！！

非常備蓄品
（少なくとも３日は自力で生活できるように準備。）

　防災の基本は「自助」です。
　必要となる備蓄品等は、防災グッズとしてひとまとめにし、いつ
でも持ち出せるようにしておきましょう。
　また、定期的に使用期限のチェックを行うなど、有事の際に使え
るようにしておきましょう。
■問総務企画課行政情報係　☎（82）1010　有線0513

□食品（レトルト食品、缶詰、スープ、調味料、
チョコレート、あめ等）
□水（一人一日３リットル目安）
□携帯ラジオ（予備電池含む）
□燃料（卓上コンロ、固定燃料等）
□毛布、タオルケット、寝袋
□簡易トイレ
□洗面用品（ドライシャンプー、石鹸等）
□鍋・やかん
□簡易食器（割り箸、紙コップ等）
□ラップ、アルミホイル
□トイレットペーパー、ウエットティッシュ

非常持出品
（とっさの場合に持ち出せるようにリュックにつめる。）

□非常食（乾パン、缶詰等）
□携帯ラジオ（予備電池含む）
□懐中電灯・ろうそく（予備電池含む）
□救急医薬品（絆創膏・包帯・傷薬）
□ろうそく
□ヘルメット
□ライター・マッチ・ナイフ・缶切り等
□ティッシュ・タオル
□衣類（防寒用含む）
□常備薬
□貴重品（現金含む）
□健康保険証のコピー

小田川

高
梁
川
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矢掛町プレミアム付商品券矢掛町プレミアム付商品券矢掛町プレミアム付商品券

商品券取扱店を募集します!!
商品券の発行にあたり、商品券取扱店を次のとおり募集します。
●取扱店の要件　町内に店舗や事業所などを有する事業者
●募集期間　８月１日㈭～22日㈭
●申 込 先　備中西商工会矢掛本部
■問備中西商工会矢掛本部　☎（82）0559

●と　き　8月 25日㈰　午前10時30分～午後 3時30分
●ところ　やかげ文化センター 2 階会議室 
●受付人数　10人
●申し込み   予約受付開始 7 月 17日㈬
　　　　　　※完全予約制。
　　　　　　右記QRコードからご予約ください。

「おかやま縁むすびネット」特設会場が矢掛町に!!

■問【申請に関すること】  保健福祉課福祉推進係　☎（82）1013　有線 0581
　【商品券の取扱店募集・販売・使用に関すること】
　　　　　　　　　　　備中西商工会矢掛本部　☎（82）0559
　　　　　　　　　　 総務企画課企画係　　　☎（82）1010　有線 0521

■問【申請に関すること】  保健福祉課福祉推進係　☎（82）1013　有線 0581
　【商品券の取扱店募集・販売・使用に関すること】
　　　　　　　　　　　備中西商工会矢掛本部　☎（82）0559
　　　　　　　　　　 総務企画課企画係　　　☎（82）1010　有線 0521

■問【申請に関すること】  保健福祉課福祉推進係　☎（82）1013　有線 0581
　【商品券の取扱店募集・販売・使用に関すること】
　　　　　　　　　　　備中西商工会矢掛本部　☎（82）0559
　　　　　　　　　　 総務企画課企画係　　　☎（82）1010　有線 0521

　町では、消費税率の引き上げが住民税非課税の方や子育て世帯の消費に与える影響を緩和するととも
に、地域における消費を喚起・下支えするため、プレミアム付商品券を発行します。

●対象者 
⑴令和元年度住民税非課税者 　※住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護受給者などを除く。 
　①対象と思われる人へ申請書を送付します。（8月19日㈪発送予定）
　②購入を希望する場合は、申請書を提出してください。  
　　•申請期間：8月19日㈪～11月15日㈮　※当日消印有効
　　•申請方法：郵送または窓口 
　③審査後、要件に該当している人へ引換券を送付します。（９月下旬から順次）
⑵平成28年 4月 2日～令和元年9月30日の間に生まれた子が属する世帯の世帯主。
　　•申請は不要です。対象となる子どもの人数分の引換券を送付します。（９月下旬から順次）
※⑴⑵の両方の要件に該当する人は両方とも対象になります。 
●商品券販売期間　10月 1日㈫～12月20日㈮                                         
●商品券販売場所　備中西商工会矢掛本部 
●商品券使用可能期間　10月 1日㈫～令和2年2月29日㈯

　岡山県では、結婚を希望する人を対象に、より多くの出会いの機会を提供するた
め、1対1の出会いの機会を提供する会員制の結婚支援システム「おかやま縁むす
びネット」を運用しています。このシステムが利用できる特設会場が矢掛町内に開
設されますので、ぜひこの機会に御利用ください。

対象者１人あたり25,000 円分の商品券が20,000 円で購入できます。
（５回に分け、１回あたり 5,000 円分の商品券を 4,000 円で購入することも可能です。）
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Information
まちからの

お知らせ

お
手
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
令
和
元
年
７
月
31
日
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
で
す

●
被
保
険
者
証
の
更
新

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者
証
）
は
、
毎
年
８
月
で
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
さ
れ

る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合
の
見
直
し

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得
区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

所
得
区
分
は
前
年
の
所
得
に
よ
る
た
め
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、
割
合
が
変
更
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 

町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

　 

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　 

☎（
０
８
６
）２
４
５-

０
０
９
０

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
割
合
が

変
更
に
な
り
ま
す

【
保
険
料
均
等
割
額
の
軽
減
】

　
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
下
表
の
と
お
り
均
等
割
の
軽
減
割
合
が
、
９
割
軽

減
か
ら
８
割
軽
減
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※

９
割
軽
減
の
対
象
だ
っ
た
人
が
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
や
介

護
保
険
料
の
軽
減
強
化
と
い
っ
た
支
援
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
課
税

者
が
同
居
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
支
給
額
が
納
付
実
績
な
ど
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。）

【
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
対
す
る
特
例
】

　
平
成
30
年
度
に
５
割
軽
減
さ
れ
て
い
た
「
均
等
割
」
の
特
例
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
は
、「
均
等
割
額
」
が
制
度
加
入
時
か
ら
２
年
間
に
限
り
、
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
「
所
得
割
額
」
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■問 

町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

　 

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
☎（
０
８
６
）２
４
５-

０
０
９
０

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

長
年
に
わ
た
り
矢
掛
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
、
地
域
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し

た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰

　
昔
か
ら
地
域
に
伝
わ
る
和
太
鼓
「
武
苔
太

鼓
」
の
演
奏
を
通
じ
て
、
地
域
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
38
回
中
村
賞

佐 藤 武 宏 氏
（南山田）

武 　 淳 司 氏
（小林）

出 原 正 朗 氏
（小田）

小田小学校 5・6年生

特
産
品
開
発
部
門

農事組合法人
山ノ上干柿組合

（代表理事 山岡 威）

観
光
振
興
協
力
部
門

海棠まつり
実行委員会

（実行委員長 中村 徹）

　
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
観
光
連
盟
か
ら
２

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
観
光
事
業
功
労
者
表
彰

（
変
更
前
）（
変
更
後
）

納付額
（1割、
年4,600円）

納付額
（2割、
年9,300円）

9割軽減

8割軽減

中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
功
労
者
表
彰

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
表
彰
（
感
謝
状
）
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川
面
地
区
の
家
庭
大
型
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
川
面
地
区
大
型
ご
み
収
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
注
意
事
項
を
厳
守
の

う
え
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区
　
川
面
地
区

●
収
集
日
時
　
令
和
元
年
８
月
25
日
㈰

●
収
集
場
所
　
鵜
江
会
館
駐
車
場

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）

　
•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
て
一
緒
に
持
参
）

　
•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

●
収
集
し
な
い
も
の

　
•
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
•
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）
１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

町
内
保
育
園
の
保
育
補
助
員
を
募
集

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
町
内
各
保
育
園
で
勤
務
す
る
「
保
育
補
助
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
勤
務
ご
希
望
の
人
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
勤
務
内
容
　
給
食
の
運
搬
お
よ
び
配
膳
、
排
せ
つ
処
理
や
着
替
え
、
午
睡
の
補
助
、
保
育
の

準
備
（
製
作
）
お
よ
び
片
付
け
の
補
助
、
草
取
り
等
園
内
の
掃
除

●
任
用
期
間
　
任
用
後
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
（
更
新
あ
り
）

●
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
う
ち
休
憩
30
分
）

　
　
　
　
　
　
右
記
以
外
に
も
応
相
談
で
決
定
し
ま
す
。

●
雇
用
条
件
　
心
身
と
も
に
健
康
で
、
個
人
情
報
を
厳
守
し
、
子
ど
も
が
好
き
な
人

●
募
集
人
員
　
数
人
（
町
内
保
育
園
で
の
勤
務
）

●
賃
　
　
金
　
１
，
０
０
０
円
／
時
間

●
募
集
期
日
　
随
時
募
集
（
面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
）

■問 

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

Information
まちからの

お知らせ

入
居
者
募
集

定
住
促
進
住
宅「
サ
ン
コ
ー
ポ
」入
居
者
募
集

定
住
促
進
住
宅
「
サ
ン
コ
ー
ポ
」

（
東
川
面
４
２
１-

６
）

●
賃
貸
内
容
　標
準
世
帯
用 

１
戸

●
家
　
　
賃
（
月
額
）
３
４
，５
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
２
，１
０
０
円

●
構 

造 

等
　
３
Ｄ
Ｋ

●
申
込
期
間
　
７
月
22
日
㈪
〜
30
日
㈫
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

　
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。受
験
希
望
者
は
、

指
定
の
受
験
申
込
書
を
消
防
本
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
、
消
防
本
部
お
よ
び
矢
掛
出
張
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
人
数
　
①
消
防
職
（
一
般
枠
）
若
干
名

　
　
　
　
　
　
②
消
防
職
（
経
験
者
枠
）
若
干
名

●
応
募
資
格
　
①
•
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

を
有
す
る
人
。（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
②
•
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
。

　
　
　
　
　
　
　
•
消
防
吏
員
経
験
が
、
５
年
以
上
（
退
職
さ
れ
て
い
る
人
は
、
退
職
か
ら
３

年
以
内
）
の
人
で
、
か
つ
救
急
隊
員
の
資
格
を
有
す
る
人
。（
基
準
日
は
、

令
和
２
年
３
月
31
日
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　※

い
ず
れ
も
そ
の
他
、
視
力
等
身
体
的
条
件
あ
り
。

●
受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

　
　
　
　
　
　※

郵
送
の
場
合
は
８
月
23
日
㈮
必
着
の
こ
と
。

■問 

消
防
本
部
総
務
課
　
☎（
62
）１
２
６
０

キラリ輝くまち

矢掛町職員を募集します

保育士を随時募集中！

■問総務企画課人事給与係　☎（82）1010　有線0522

■問総務企画課人事給与係
　☎（82）1010　有線0522

　矢掛町では、次のとおり矢掛町職員を募集します。
　受験希望者は、指定様式の受験申込書に必要書類を添えて、総務企画課へ申し込みください。
【一般事務職】
●募集職種および試験等（令和２年４月１日採用予定）

【医療職】
●募集職種および試験等（令和２年４月１日採用予定）

●試 験 日
•１次試験（２日実施）
　【１日目】筆記　9月 22日㈰
　【２日目】面接　9月 24日㈫ ～ 9月 27日㈮ のいずれか１日
•２次試験
　１次試験合格者のみに通知。（10月下旬～ 11月予定）
●試験会場　矢掛町役場
●申込締切　8月 23日㈮ 必着（平日 午前 8時 30分～午後 5時 15分）
●提出書類の入手方法
　▲矢掛町のホームページからダウンロード
　　http://www.town.yakage.okayama.jp/
　▲郵便請求　封筒の表に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角 2号（Ａ4判）を同封して
送付してください。

●試 験 日　９月 13日㈮
●申込締切　８月 22日㈭ 必着（平日 午前 8時 30分～午後 5時 15分）

職　種
（予定人数） 受　験　資　格

一般事務職
（若干名）

（大学卒）
平成 4年 4月 2日以降生まれで、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を卒業した人、又は令和元年度末までに卒業見込みの人

（短大卒）
平成10 年 4 月 2 日以降生まれで、学校教育法による短期大学・高等専門
学校・専修学校を卒業した人、または令和元年度末までに卒業見込みの人

職　種
（予定人数） 受　験　資　格

看　護　師
（数　人）

看護師免許を取得、または令和元年度看護師国家試験において免許取得見
込みの人で、夜間勤務が可能な人

 ●提出書類の入手方法
•町ホームページからダウンロード
　（右記QRコード参照）

•郵便請求（封筒の表に「受験申込書請求」
と「職種」を朱書きし、 120円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒角２号（A4判）
を同封して送付してください。）

●職　　種　嘱託保育士、臨時保育士  数人
●資格要件
　保育士資格または幼稚園教諭免許を取得している人
　※どちらかの資格のみお持ちの人でも、
　　ご応募いただけます。
●勤 務 先　町内保育園
•勤務時間の相談に応じます。
　（臨時保育士）
•詳しくはお問い合わせください。

人
事
発
令

新
採
用
職
員
（
７
月
１
日
付
け
）

退
職
職
員
（
６
月
30
日
付
け
）

総
務
企
画
課
　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
亀
井
　
俊
甫 矢掛病院 看護師

田中　佐枝

各種職種を随時募集中!!
【正 職 員】看護師
【嘱託職員】介護福祉士、調理員
【臨時職員】看護助手、介護職員、
　　　　　　リハビリ職員、調理員

6令和元年７月号



川
面
地
区
の
家
庭
大
型
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
川
面
地
区
大
型
ご
み
収
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
注
意
事
項
を
厳
守
の

う
え
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区
　
川
面
地
区

●
収
集
日
時
　
令
和
元
年
８
月
25
日
㈰

●
収
集
場
所
　
鵜
江
会
館
駐
車
場

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）

　
•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
て
一
緒
に
持
参
）

　
•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

●
収
集
し
な
い
も
の

　
•
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
•
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）
１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

町
内
保
育
園
の
保
育
補
助
員
を
募
集

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
町
内
各
保
育
園
で
勤
務
す
る
「
保
育
補
助
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
勤
務
ご
希
望
の
人
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
勤
務
内
容
　
給
食
の
運
搬
お
よ
び
配
膳
、
排
せ
つ
処
理
や
着
替
え
、
午
睡
の
補
助
、
保
育
の

準
備
（
製
作
）
お
よ
び
片
付
け
の
補
助
、
草
取
り
等
園
内
の
掃
除

●
任
用
期
間
　
任
用
後
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
（
更
新
あ
り
）

●
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
う
ち
休
憩
30
分
）

　
　
　
　
　
　
右
記
以
外
に
も
応
相
談
で
決
定
し
ま
す
。

●
雇
用
条
件
　
心
身
と
も
に
健
康
で
、
個
人
情
報
を
厳
守
し
、
子
ど
も
が
好
き
な
人

●
募
集
人
員
　
数
人
（
町
内
保
育
園
で
の
勤
務
）

●
賃
　
　
金
　
１
，
０
０
０
円
／
時
間

●
募
集
期
日
　
随
時
募
集
（
面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
）

■問 

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

Information
まちからの

お知らせ

入
居
者
募
集

定
住
促
進
住
宅「
サ
ン
コ
ー
ポ
」入
居
者
募
集

定
住
促
進
住
宅
「
サ
ン
コ
ー
ポ
」

（
東
川
面
４
２
１-

６
）

●
賃
貸
内
容
　標
準
世
帯
用 

１
戸

●
家
　
　
賃
（
月
額
）
３
４
，５
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
２
，１
０
０
円

●
構 

造 

等
　
３
Ｄ
Ｋ

●
申
込
期
間
　
７
月
22
日
㈪
〜
30
日
㈫
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

　
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
の
井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。受
験
希
望
者
は
、

指
定
の
受
験
申
込
書
を
消
防
本
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
、
消
防
本
部
お
よ
び
矢
掛
出
張
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
人
数
　
①
消
防
職
（
一
般
枠
）
若
干
名

　
　
　
　
　
　
②
消
防
職
（
経
験
者
枠
）
若
干
名

●
応
募
資
格
　
①
•
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

を
有
す
る
人
。（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
②
•
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
。

　
　
　
　
　
　
　
•
消
防
吏
員
経
験
が
、
５
年
以
上
（
退
職
さ
れ
て
い
る
人
は
、
退
職
か
ら
３

年
以
内
）
の
人
で
、
か
つ
救
急
隊
員
の
資
格
を
有
す
る
人
。（
基
準
日
は
、

令
和
２
年
３
月
31
日
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　※

い
ず
れ
も
そ
の
他
、
視
力
等
身
体
的
条
件
あ
り
。

●
受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

　
　
　
　
　
　※
郵
送
の
場
合
は
８
月
23
日
㈮
必
着
の
こ
と
。

■問 

消
防
本
部
総
務
課
　
☎（
62
）１
２
６
０

キラリ輝くまち

矢掛町職員を募集します

保育士を随時募集中！

■問総務企画課人事給与係　☎（82）1010　有線0522

■問総務企画課人事給与係
　☎（82）1010　有線0522

　矢掛町では、次のとおり矢掛町職員を募集します。
　受験希望者は、指定様式の受験申込書に必要書類を添えて、総務企画課へ申し込みください。
【一般事務職】
●募集職種および試験等（令和２年４月１日採用予定）

【医療職】
●募集職種および試験等（令和２年４月１日採用予定）

●試 験 日
•１次試験（２日実施）
　【１日目】筆記　9月 22日㈰
　【２日目】面接　9月 24日㈫ ～ 9月 27日㈮ のいずれか１日
•２次試験
　１次試験合格者のみに通知。（10月下旬～ 11月予定）
●試験会場　矢掛町役場
●申込締切　8月 23日㈮ 必着（平日 午前 8時 30分～午後 5時 15分）
●提出書類の入手方法
　▲矢掛町のホームページからダウンロード
　　http://www.town.yakage.okayama.jp/
　▲郵便請求　封筒の表に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角 2号（Ａ4判）を同封して
送付してください。

●試 験 日　９月 13日㈮
●申込締切　８月 22日㈭ 必着（平日 午前 8時 30分～午後 5時 15分）

職　種
（予定人数） 受　験　資　格

一般事務職
（若干名）

（大学卒）
平成 4年 4月 2日以降生まれで、学校教育法による大学（短期大学を除く）
を卒業した人、又は令和元年度末までに卒業見込みの人

（短大卒）
平成10 年 4 月 2 日以降生まれで、学校教育法による短期大学・高等専門
学校・専修学校を卒業した人、または令和元年度末までに卒業見込みの人

職　種
（予定人数） 受　験　資　格

看　護　師
（数　人）

看護師免許を取得、または令和元年度看護師国家試験において免許取得見
込みの人で、夜間勤務が可能な人

 ●提出書類の入手方法
•町ホームページからダウンロード
　（右記QRコード参照）

•郵便請求（封筒の表に「受験申込書請求」
と「職種」を朱書きし、 120円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒角２号（A4判）
を同封して送付してください。）

●職　　種　嘱託保育士、臨時保育士  数人
●資格要件
　保育士資格または幼稚園教諭免許を取得している人
　※どちらかの資格のみお持ちの人でも、
　　ご応募いただけます。
●勤 務 先　町内保育園
•勤務時間の相談に応じます。
　（臨時保育士）
•詳しくはお問い合わせください。

人
事
発
令

新
採
用
職
員
（
７
月
１
日
付
け
）

退
職
職
員
（
６
月
30
日
付
け
）

総
務
企
画
課
　
主
事

　
　
　
　
　
　
　
亀
井
　
俊
甫 矢掛病院 看護師

田中　佐枝

各種職種を随時募集中!!
【正 職 員】看護師
【嘱託職員】介護福祉士、調理員
【臨時職員】看護助手、介護職員、
　　　　　　リハビリ職員、調理員

7 令和元年７月号



保健福祉課健康づくり係・保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

８月の健康カレンダー

Health  Calendar　AugustHealth  Calendar　August

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  7日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～  8日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児
受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～21日㈬ 育児相談

と　　　き 内　　　容

休日当番医

  4日㈰
11日㈰
12日㈪/（振替）

※事前に連絡をしてから受診してください。
25日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(84)０００１あゆみクリニック
18日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２１水川内科医院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

※対象地区は混雑を避けるための目安です。ご都合の良い日に受診し
てください。

●特定健診
　　国民健康保険加入者（40～ 74 歳）の人を対象に
実施しています。

　　メタボリックシンドロームや高血圧・脂質異常症・
糖尿病などの生活習慣病の予防のため、年１回健診
を受けて、あなたの健康状態を把握しましょう。

※特定健診は町内医療機関で受診することもできます
（要予約）。詳しくは保健福祉課までお問い合わせく
ださい。

※特定健診と同時に、75 歳以上の人を対象に、後期
高齢者健診も実施します。

●がん検診
　　矢掛町で亡くなる人の死因１位は「がん」です。
がんの種類によって違いはありますが、発見が遅い
ほど生存率や治療にかかる費用にも違いがあると言
われています。がんの早期発見のために、年１回の
検診が大切です。

★地区けんしんは予約不要です。当日、各けんしん会場にお
越しください。
※大腸がん検診の受診者は、事前に採便キットを役場保健福
祉課まで取りに来てください。
★特定健診、後期高齢者健診の受診者は、健診当日は朝食を
食べないでください。また当日は、保険証、受診券、問診票、
受診料金500円を持ってきてください。
★胃がん検診の受診者は、検診前日の午後９時以降絶食して
ください。

　８月６日から、地区けんしんを実施します。
　健康のありがたさは、失ってはじめて気づく人が多いといわれます。今年も『地区けん
しん』を受診し、あなたの健康が本物か確かめましょう。

地区けんしんを受けましょう ！
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上高末・宇角
対　 象　 地　 区 実  施  日

下高末・内田
東  三  成
横  　  谷

矢掛・小林

日置谷・山ノ上・八幡谷
熊林田・中小田
寺迫・堀越・有木谷
宇内・東川面
宇内・西川面
本堀・江良
浅海・江良
里山田・中
南山田・中

8月 6日㈫
8月 7日㈬
8月 8日㈭
8月 9日㈮
8月10日㈯
8月11日㈰

8月16日㈮

8月17日㈯
8月18日㈰
8月19日㈪
8月20日㈫
8月21日㈬
8月22日㈭
8月23日㈮
8月24日㈯
8月25日㈰

場　　　所

美川小学校体育館

三谷小学校体育館
三谷コミュニティセンター

農村環境改善センター

小田小学校体育館

川面小学校体育館

中川小学校体育館

山田小学校体育館

農村環境改善センター各地区で受診できな
かった人

〈2019年度　地区けんしん日程表〉
　（受付時間 午前７時30分～９時30分）
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暑い夏を乗り切るために

熱中症を予防しよう！！ ■問保健福祉課保健業務係　☎（82）1013　有線9630
　今年も「熱中症」に気をつける季節になりました。屋外だけでなく室内で何もしていない時にも発症します。
熱中症を予防し、暑い夏を乗り切りましょう。

●熱中症の症状は
気分が悪い、めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、こむら返り、頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつ
もと様子が違う
重症になると・・・返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い等

＜注意＞
•暑さの感じ方は人によって異なります。体調の変化に気をつけましょう。
•高齢者や子ども、障害者、障害児は特に注意が必要です。周囲の人は気を配りましょう。
•節電を意識するあまり熱中症予防を忘れないようにしましょう。
参考資料：厚生労働省 熱中症予防リーフレット

予防その①・・・暑さを避ける！
●室内では
•扇風機やエアコンで温度を調節
•遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
•室温をこまめに確認
●外出時は
•日傘や帽子を使用
•日陰の利用、こまめな休憩
•天気がよい日は日中の外出を控える
●体の蓄熱を避けるために
•通気性のよい、吸湿性、速乾性のある衣服を着る。
•保冷剤、氷、冷たいタオル等で体を冷やす。

予防その②・・・こまめに水分をとる
のどの渇きを感じなくても、こまめに水分補給。大
量に発汗する時は塩分等を含んだ経口補水液等をと
る。
●熱中症が疑われる人を見かけたら
　•涼しい場所へ避難させる
エアコンが効いている室内、風通しのよい日陰等へ。
　•体を冷やす
衣服をゆるめ、体を冷やす。
冷やす部位は…特に首のまわり、脇の下、
足の付け根等。
　•水分、塩分、経口補水液等を補給する
自力で水が飲めない、意識がない場合は
すぐに救急車を呼びましょう！
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保健福祉課健康づくり係・保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

８月の健康カレンダー

Health  Calendar　AugustHealth  Calendar　August

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  7日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～  8日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児
受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～21日㈬ 育児相談

と　　　き 内　　　容

休日当番医

  4日㈰
11日㈰
12日㈪/（振替）

※事前に連絡をしてから受診してください。
25日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(84)０００１あゆみクリニック
18日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２１水川内科医院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

※対象地区は混雑を避けるための目安です。ご都合の良い日に受診し
てください。

●特定健診
　　国民健康保険加入者（40～ 74 歳）の人を対象に
実施しています。
　　メタボリックシンドロームや高血圧・脂質異常症・
糖尿病などの生活習慣病の予防のため、年１回健診
を受けて、あなたの健康状態を把握しましょう。
※特定健診は町内医療機関で受診することもできます
（要予約）。詳しくは保健福祉課までお問い合わせく
ださい。
※特定健診と同時に、75 歳以上の人を対象に、後期
高齢者健診も実施します。

●がん検診
　　矢掛町で亡くなる人の死因１位は「がん」です。
がんの種類によって違いはありますが、発見が遅い
ほど生存率や治療にかかる費用にも違いがあると言
われています。がんの早期発見のために、年１回の
検診が大切です。

★地区けんしんは予約不要です。当日、各けんしん会場にお
越しください。
※大腸がん検診の受診者は、事前に採便キットを役場保健福
祉課まで取りに来てください。
★特定健診、後期高齢者健診の受診者は、健診当日は朝食を
食べないでください。また当日は、保険証、受診券、問診票、
受診料金500円を持ってきてください。
★胃がん検診の受診者は、検診前日の午後９時以降絶食して
ください。

　８月６日から、地区けんしんを実施します。
　健康のありがたさは、失ってはじめて気づく人が多いといわれます。今年も『地区けん
しん』を受診し、あなたの健康が本物か確かめましょう。

地区けんしんを受けましょう ！
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上高末・宇角
対　 象　 地　 区 実  施  日

下高末・内田
東  三  成
横  　  谷

矢掛・小林

日置谷・山ノ上・八幡谷
熊林田・中小田
寺迫・堀越・有木谷
宇内・東川面
宇内・西川面
本堀・江良
浅海・江良
里山田・中
南山田・中

8月 6日㈫
8月 7日㈬
8月 8日㈭
8月 9日㈮
8月10日㈯
8月11日㈰

8月16日㈮

8月17日㈯
8月18日㈰
8月19日㈪
8月20日㈫
8月21日㈬
8月22日㈭
8月23日㈮
8月24日㈯
8月25日㈰

場　　　所

美川小学校体育館

三谷小学校体育館
三谷コミュニティセンター

農村環境改善センター

小田小学校体育館

川面小学校体育館

中川小学校体育館

山田小学校体育館

農村環境改善センター各地区で受診できな
かった人

〈2019年度　地区けんしん日程表〉
　（受付時間 午前７時30分～９時30分）
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暑い夏を乗り切るために

熱中症を予防しよう！！ ■問保健福祉課保健業務係　☎（82）1013　有線9630
　今年も「熱中症」に気をつける季節になりました。屋外だけでなく室内で何もしていない時にも発症します。
熱中症を予防し、暑い夏を乗り切りましょう。

●熱中症の症状は
気分が悪い、めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、こむら返り、頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつ
もと様子が違う
重症になると・・・返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い等

＜注意＞
•暑さの感じ方は人によって異なります。体調の変化に気をつけましょう。
•高齢者や子ども、障害者、障害児は特に注意が必要です。周囲の人は気を配りましょう。
•節電を意識するあまり熱中症予防を忘れないようにしましょう。
参考資料：厚生労働省 熱中症予防リーフレット

予防その①・・・暑さを避ける！
●室内では
•扇風機やエアコンで温度を調節
•遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
•室温をこまめに確認

●外出時は
•日傘や帽子を使用
•日陰の利用、こまめな休憩
•天気がよい日は日中の外出を控える

●体の蓄熱を避けるために
•通気性のよい、吸湿性、速乾性のある衣服を着る。
•保冷剤、氷、冷たいタオル等で体を冷やす。

予防その②・・・こまめに水分をとる
のどの渇きを感じなくても、こまめに水分補給。大
量に発汗する時は塩分等を含んだ経口補水液等をと
る。

●熱中症が疑われる人を見かけたら
　•涼しい場所へ避難させる
エアコンが効いている室内、風通しのよい日陰等へ。

　•体を冷やす
衣服をゆるめ、体を冷やす。
冷やす部位は…特に首のまわり、脇の下、
足の付け根等。

　•水分、塩分、経口補水液等を補給する
自力で水が飲めない、意識がない場合は
すぐに救急車を呼びましょう！
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復興応援、EXILE 橘ケンチ氏が田植え親子でピザづくり、ふれあい深めて

↑橘氏から矢掛町へ応援メッセージ
　「笑顔あふれる矢掛町に ! 一緒にがんばりましょう!!」

　人気音楽グループ「EXILE」の橘ケンチ氏が矢掛
町を訪れ、浸水被害を受けた水田で酒米の田植えを
行いました。
　これは、 経済産業省による「HASHIWATASHI（橋
渡し）プロジェクト」の一環で、町内で栽培してい
た酒米が被災した丸本酒造（浅口市）の支援のため
訪れたものです。
　橘氏は社員の指導を受けながら田植え機と手植
えにより苗を植えていきました。

まちの
わだい

　6月 22日、水車の里フルーツトピアで「パパと
子どもの親子でpizza 作り体験」が行われました。
これは、子育て支援センターのイベントの一つで、
父親と子どものふれあいを深めてもらおうと企画し
たもので、15組の親子が参加しました。
　参加者はピザの生地をのばし、野菜をのせて調理。
ピザが焼けるまでの間は屋外で宝探しゲームをする
などして楽しみました。焼きあがったピザを食べた
子どもたちは「自分たちで野菜をのせて作ったので
おいしい」と満足そうに話していました。

↑焼きあがったピザを食べる参加者ら。

アルベルゴ・ディフーゾ「矢掛」認定 1周年夢の教室、夢を持つ大切さ訴える

↑ダッラーラ会長による講演。

　古民家を再生した宿を活用し、地域活性化を図る
イタリア発の「アルベルゴ・ディフーゾ（分散型ホ
テル）」に矢掛屋が、「アルベルゴ・ディフーゾタウ
ン」に矢掛町が認定され 1周年を記念してシンポ
ジウムが開催されました。
　この日はアルベルゴ・ディフーゾ協会（イタリア）
会長のジャンカルロ・ダッラーラ氏も来日し、その
土地に根付く歴史、文化、人の営みを観光資源化す
る「アルベルゴ・ディフーゾ」のポイントについて
解説。新たな地域活性化のヒントを得ようと県内外
から約100人が出席しました。

　6月25日と27日、町内の小学校で「夢の教室」
（日本サッカー協会主催事業）が行われました。
　25日は元サッカー女子日本代表の藤村智美氏、
27日は元ＷＢＣ世界フェザー級チャンピオンの越
本隆志氏が夢先生として来校。児童らと体育館でゲ
ームを楽しんだ後、教室で自身の体験談をもとに夢
を持つことの大切さを訴えました。
　「失敗や挫折があっても夢があったから頑張れた。
感謝の気持ちを忘れなければ、親や仲間が支えてく
れる。」と話し、児童らは夢先生の話に真剣に耳を
傾けながら自身の夢について考えました。

↑ 児童らとゲームの作戦を練る
藤村氏
→自身の体験談を話す越本氏

10令和元年７月号
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全国大会等出場選手を激励

　第34回日本クラブユー
スサッカー選手権（U-15）
大会中国地区予選（6/15～
7/6 広島県他）に出場。矢
掛中３年 藤

ふじおか

岡奏
そ ら

良くん（矢
掛）。

　第43回全国高等学校総
合文化祭囲碁部門に出場（7
/27～28 佐賀県）に出場。
矢掛高校３年池

いけ

田
だ

美
み

咲
さき

さん
（里山田）（写真右）
　第43回文部科学大臣杯
全国高校囲碁選手権大会全
国大会（7/22～24 東京都）
に出場。矢掛高校３年原

はら

田
だ

莉
り な

奈さん（東川面）（写真左）

　矢掛町では、故末永三喜太氏のご遺志により全国大会、中
国大会等に出場する皆さんに対して末永基金のスポーツ・文
化振興激励金をお渡ししています。
　大舞台での皆さんのご活躍をお祈りします。

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

芸術家派遣事業、町内小学校で開催

危険物の取り扱いに注意

　6月10～13日、町内の小学校で文化芸術による
子供育成総合事業（文化庁主催）が開催されました。
　日本トップクラスの三味線奏者である山中裕史
氏、高森彩花氏、安藤龍希氏の3人が訪れ、津軽
三味線や三線、民謡で「津軽じょんがら節」、「安来
節どじょう掬い踊り」などを披露。
　児童が3人にレクチャーを受けながら楽器を演
奏したり、踊ったりする場面もあり、日本の伝統芸
能を身近に感じ、興味をもっていました。

　6月 14日、カモ井加工紙㈱矢掛工場で危険物安
全週間に伴う消防訓練が行われました。
　毎年6月 2～ 8日までの一週間を危険物安全週
間と定め、危険物の貯蔵、取り扱いにおける保安の
確保を呼びかけています。
　この日は、カモ井加工紙㈱矢掛工場敷地内の危険
物屋外タンク貯蔵所において火災が発生したと想定
で、事業所の自衛消防隊の初期消火活動や井原消防
署と矢掛出張所が出動し、消火活動ならびに救急活
動を行いました。

↑実際に楽器を演奏する児童ら。

↑自衛消防隊と井原消防署化学車の消火活動の様子。

東京五輪での活躍期待、BMX選手躍動

↑ BMX選手の妙技に大きな歓声が上がりました。

　6月 22日、小田小学校で自転車BMXフリース
タイル・パークの日本代表選手による交通安全教室
「ＢＭＸドリームキャラバン」が行われました。
　これは、「全日本フリースタイル BMX連盟」と
岡山トヨペットが連携し、岡山県警と協力して開催
したもの。この日は、2020年東京五輪を目指す大
池水杜選手と高木聖雄選手が訪れ、体育館で「夢と
目標」と題して講演した後、交通安全教室をはさみ
ながら運動場でジャンプ台を使ったデモンストレ
ーションを行いました。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　図書館では、平成30年７月から図書館システムが新し
くなったことに伴い、貸出の際に３年ごとの住所確認を

させていただいております。
　先日住所の確認をお願いすると「102歳のおばあちゃんが読む本を借りに代理で来させ
ていただきました」と女性の方がおっしゃいました。「えっ、102歳のおばあちゃんが読
まれるんですか？」手にしていた本は文庫版の小さいサイズの本でした。「字が小さいです
が大丈夫でしょうか？」と尋ねると「大きい字の本も借りて帰ったことがあるんだけど字
が大きかったらすぐに読めてしまう…と言われるのでこれでいいんです…」と。「虫眼鏡で
見ながら読むんですよ。」と微笑みながら教えてくださいました。
　カードのお名前を見て、以前よく図書館を利用してくださっていたお姿を思い出しながら、102歳になられた現在
でも読書を楽しんでおられることにこちらもとてもうれしくなりました。

カウンターからの情景

図書館のイベント
おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　７月27日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本

の読み聞かせやエプロンシアターなど
楽しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　7月 20日㈯・8月 3日㈯
　　　　　午前10時30分〜
◆ところ　会議室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合があり
ますのでＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

収蔵品展　「自然との語らい」　会期/開催中　10月４日（金）まで

山陽新聞の読者投稿欄「ちまた」「泉」に掲載された文章をまとめた1冊。
ちまた友の会結成15周年記念出版。町内の方の文章も掲載されています。

「ちまたの華４」　ちまた友の会／編集

は休館日

8月の図書館カレンダー

25 26 27

日

5 6 7 98
1 2

10
3

11
4

12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31

火水木金土月

7月の休館日
　16日（火）・22日（月）・29日（月）

郷土にゆかりのある本

町民ギャラリー　　　　　　　

◆ 高梁川流域高校生絵画展　　　　　　　　　　　　　　　8 月   6 日（火）午後〜 20 日（火）午後 4 時
◆ 平山郁夫作品展〜版画・工藝画で見る平山郁夫の世界　8 月 22 日（木）〜 25 日（日）午後 4 時

佐藤一章「子供」1944 年

　終戦の前年、東京都美術館で開催された文部省戦時特別美術展
覧会に出品された作品です。
　農作業をする母親と思しき女性の傍らで、白い洋服を着た幼い
少女が一人人形で遊んでいる様子を温かい眼差しでとらえた作
品。少女のモデルは一章の次女と言われています。
　一章は、この他にも家族をモデルとした作品を多く描き残して
います。

出店作家：佐藤一章・田中塊堂・石井梅僊・高木聖鶴・山田勝香

図書館フェスティバル
◆と　き　８月３日㈯　午前10時〜
◆ところ　やかげ文化センター　全館

毎年恒例の図書館フェスティバル、今年もぜひ
みんなで来てね！

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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 わたなべ ひ  な   の

渡邉日夏乃ちゃん（浅海）
（H30年 7 月5 日生まれ）
笑顔いっぱい、元気いっぱい
大きくなってね！

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〔第48回　貝釣り〕
　貝釣りは、かつては異年齢の子供の集団の中で、年長者から年少者へ
伝わっていた遊びの一つです。
二枚貝のすき間に木の枝や草の茎を差し込んで貝を釣るという遊びで、
ちょっとしたコツをつかめば誰でも簡単にできます。
子供だけで水辺に行かないようにしてください。 〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

★ 対 象 者★　 町内在住で平成30 年8 月生
まれのお子さん

★応募期限★　令和元年7月31日（水）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりが

な）③性別④生年月日⑤電話番号⑥ 20字
程度のメッセージを添えてご応募くださ
い。

★ 応 募 先★　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0513

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

8月生まれ募集中

貝釣り（1994年　日妻池）

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

幻のトンボ？　ハッチョウトンボ
　私は、地域おこし協力隊としてやかげの
自然や生きものを調べる活動をしています。
　写真は、かつて倉見池や遙照山のまわり
で見られたハッチョウトンボです。矢掛町
には 40種類以上のトンボが生息していま
すが、ハッチョウトンボは数年前から姿を
消してしまっているかもしれません。
　体の大きさが10円玉くらいで、オスは真っ赤になります。絶え
ず新鮮な湧き水が表面を潤している湿地に棲み、7月はじめ頃に最
もよく見かけるようになります。
　もし写真のようなトンボを見かけられましたら、私まで情報をお
寄せいただけましたら大変ありがたいです。

（文・写真　矢掛町地域おこし協力隊員　森�生枝）

連絡先：090-1185-2177  E-mail ikue@po.harenet.ne.jp
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

各課直通電話

総　数　14,248人（－18） 
　男　     6,849人（±  0） 
　女　     7,399人（－18）
世帯数　  5,502世帯（＋3）

令和元年７月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

「
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

　
岡
山
県
実
行
委
員
会
は
、
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
公
募
し
て
い
ま

す
。

◦
募
集
締
切
　
８
月
31
日
㈯

◦
公
募
主
体
　
岡
山
県
実
行
委
員
会

◦
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に

記
入
し
、
申
込
者
の
“
ゆ
か
り
の
あ

る
市
町
村
”
に
申
し
込
む
。

（
矢
掛
町
の
申
込
先
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
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ー
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）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

※
詳
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は
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岡
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ム
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ご
覧
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か
、
岡
山
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実
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会
に
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せ
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だ
さ
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。
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提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

矢
掛
町
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

◦
と
　
き

（
男
子
の
部
）　
８
月
17
日
㈯
・
18
日

㈰
、
24
日
㈯

（
女
子
の
部
）　
８
月
24
日
㈯

　
全
日
程
　
午
後
６
時
～

◦
と
こ
ろ
　
町
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド

◦
参
加
資
格

①
町
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
社

会
人
野
球
愛
好
家
で
構
成
さ
れ
た
チ

ー
ム

②
１
チ
ー
ム
15
人
以
内

◦
参
加
費
　
３
０
０
円
／
チ
ー
ム

◦
申
込
締
切
　
７
月
26
日
㈮

◦
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を
添

え
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

秋
季（
９
～
12
月
）
水
泳
・

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
生
募
集

◦
対
　
象
　
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

を
習
い
た
い
人

◦
募
集
教
室
　
成
人
（
男
・
女
）、
女

性
（
初
級
・
中
級
程
度
）、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
か
ん
た
ん
ス
イ
ミ
ン
グ
、
４

泳
法（
概
ね
３
級
以
上
）、
子
ど
も（
小

学
生
・
幼
児
・
ベ
ビ
ー
（
生
後
６
ヶ

月
～
３
歳
）、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

◦
募
集
期
間
　
７
月
18
日
㈭
～
８
月

18
日
㈰
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

◦
受
講
料

　
小
人
　
３
，
５
０
０
円

　
大
人
　
５
，
５
０
０
円
（
ベ
ビ
ー

は
大
人
料
金
と
な
り
ま
す
）

※
町
外
者
は
募
集
期
間
、
受
講
料
が

町
内
者
と
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

高
梁
川
河
道
掘
削
に
伴
う
発
生

土
の
受
け
入
れ
地
等
を
募
集

　
国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務
所
で

は
、
高
梁
川
の
河
道
掘
削
で
発
生
す

る
掘
削
残
土
を
民
間
の
窪
地
の
埋
立

や
低
地
の
嵩
上
等
を
目
的
と
し
た
埋

立
（
盛
土
）
等
で
の
受
け
入
れ
地
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募

　
　集

有料広告

お墓のお掃除・草刈りします。

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

各課直通電話

総　数　14,248人（－18） 
　男　     6,849人（±  0） 
　女　     7,399人（－18）
世帯数　  5,502世帯（＋3）

令和元年７月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店

２
階
　
農
業
研
修
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
８
月
７
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　
き
　
８
月
14
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

下
水
道
管
路
・
マ
ン
ホ
ー
ル

の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す

　
上
下
水
道
課
で
は
、
下
水
道
管
路

お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
の
点
検
・
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
施
設
の
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
中
長
期
的
な
施
設
の
状
態

を
予
測
し
な
が
ら
、
計
画
的
か
つ
効

率
的
に
管
理
を
行
う
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
点
検
・
調
査
の
際
に
は
、
道
路
の

片
側
通
行
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
下
水
道
工
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

水
辺
の
活
動
を
楽
し
む
た
め
に

　
こ
の
時
期
は
、
水
辺
で
の
レ
ジ
ャ

ー
等
を
楽
し
む
機
会
が
増
え
る
と
と

も
に
、
水
辺
の
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
す
。
水
辺
で
楽
し
く
安
全
に
活

動
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

①
水
辺
で
遊
ぶ
前
に
「
天
気
予
報
を

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　
き
　
７
月
26
日
㈮
、
８
月
９

日
㈮
、
23
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
が
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
く
と
優

先
的
に
相
談
で
き
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
８
月
21
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

含
）（
航
空
要
員
）

◦
受
付
締
切
　
９
月
６
日
㈮

①
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
試
験
日
　
種
目
毎
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
８
月
16
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　
き
　
８
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
・

21
日
㈬
・
28
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

◦
募
集
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月

18
日
㈮
ま
で

◦
工
事
予
定
期
間
　
令
和
元
年
度
～

令
和
２
年
度

◦
応
募
要
件

◦
当
該
土
地
造
成
等
の
所
有
者
あ
る

い
は
貸
借
者
（
た
だ
し
、
貸
借
の
場

合
は
所
有
者
の
同
意
が
必
要
）

◦
埋
立
（
盛
土
）
土
量
が
一
か
所
あ

た
り
概
ね
１
，
０
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
程
度
以
上

◦
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク（
10
ｔ
車
）

で
土
砂
の
搬
入
が
で
き
る
こ
と

◦
法
律
、関
係
条
例
上
、埋
立（
盛
土
）

等
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
土
地
で
あ

り
、
開
発
規
制
法
令
等
に
よ
る
県
知

事
等
の
認
可
関
係
手
続
き
が
完
了
、

あ
る
い
は
申
込
時
ま
で
に
手
続
き
完

了
見
込
で
あ
る
こ
と

■問
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

　
岡
山
河
川
事
務
所

☎
０
８
６（
２
２
３
）５
１
８
４

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集

◦
募
集
種
目

①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

③
航
空
学
生
（
海
上
要
員
・
航
空
要

員
）

◦
受
験
資
格

①
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

③
18
歳
以
上
23
歳
未
満（
海
上
要
員
）

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
高
卒
（
見
込

相

　
　談

お
知
ら
せ
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～
11
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
対
　
象
　
認
知
症
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
矢
掛
町
民
が
対
象
で
す
。

※
参
加
無
料
・
要
事
前
申
込

■問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保

健
福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

親
子
漁
業
体
験
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
高
梁
川
流
域
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
（
小
学
生
１
人
と
保
護
者
１
人

で
１
組
）
を
対
象
に
、
親
子
漁
業
体

験
を
開
催
し
ま
す
。（
定
員
　
各
体

験
25
組
50
名
　
※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

　
参
加
申
込
書
を
倉
敷
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、
倉
敷
市
役
所

農
林
水
産
課
へ
持
参
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
倉
敷
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。

◦
参
加
費
　
一
組
５
，０
０
０
円（
昼

食
・
お
土
産
付
）

◦
実
施
日

下
津
井
地
区

　
　
　
　
…
８
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

児
島
地
区
…
８
月
18
日
㈰

玉
島
地
区
…
10
月
５
日
㈯

◦
申
込
締
切
　
７
月
26
日
㈮

■問
倉
敷
市
農
林
水
産
課

☎
０
８
６（
４
２
６
）３
４
２
５

移
住
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
岡
山
県
主
催
の
「
お
か
や
ま
Ｕ
タ

ー
ン
・
お
盆
移
住
相
談
会
」（
入
場

無
料
）
に
、矢
掛
町
も
出
展
し
ま
す
。

　
住
ま
い
の
相
談
を
は
じ
め
、就
職・

転
職
相
談
、
就
農
相
談
に
も
お
答
え

し
ま
す
。
県
外
の
大
学
・
高
校
へ
進

学
し
た
人
や
、
岡
山
へ
の
移
住
を
考

え
て
い
る
人
、
老
後
に
ふ
る
さ
と
岡

山
へ
帰
る
こ
と
を
ご
検
討
中
の
人
が

身
近
に
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

す
す
め
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き
　
８
月
15
日
㈭
　
午
前
11

時
～
午
後
４
時

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
８
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■問
県
中
山
間
・
地
域
振
興
課

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
８
６
２

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
25
日
㈰
＝

矢
掛
出
張
所
会
議
室
　
午
前
９
時
～

正
午

◦
内
　
容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
井
原
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）１
２
６
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

事

前

講

習

会

　「
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
４

類
・
丙
種
）（
令
和
元
年
10
月
27
日

㈰
実
施
　
受
付
期
間
：
８
月
29
日
㈭

～
９
月
９
日
㈪
）
を
受
験
さ
れ
る
人

を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
知

識
が
得
ら
れ
る
よ
う
左
記
の
と
お
り

事
前
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
９
月
24
日
㈫
　
午
前
９

時
～
午
後
４
時

◦
と
こ
ろ
　
井
原
消
防
署
１
階
　
研

修
室

◦
申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈭
～
講
習

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

◦
受
講
料
　
会
員
：
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
：
５
，
０
０
０
円

　
　
　
テ
キ
ス
ト
：
１
，
７
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

お
も
ち
ゃ
花
火
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
遊
ぼ
う
！！

　
お
も
ち
ゃ
花
火
は
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
と
危
険
で
、
他
人
の
迷
惑
に
も

な
り
ま
す
。
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

確
認
し
よ
う
！
」

②
水
辺
で
遊
ぶ
時
は
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
よ
う
！
」

③
水
辺
で
遊
ぶ
時
は
「
ひ
と
り
で
は

行
か
な
い
！
」

④
溺
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
「
飛
び

込
ま
ず
助
け
を
呼
ぼ
う
！
」

⑤
水
に
落
ち
た
ら
「
あ
わ
て
ず
、
浮

い
て
助
け
を
待
と
う
！
」

　
ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
町
内
団
体
等
の
水
辺
の
活
動
に

つ
い
て
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
事
業
部
事
業
課

☎
03（
６
４
０
２
）５
３
１
３

　
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

認
知
症
予
防
教
室

　
認
知
症
は
、
高
齢
期
に
最
も
多
い

病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。
認
知
症
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
認

知
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
、
３
回
に
分
け
て
開
催

し
ま
す
。

【
第
１
回
】

◦
演
　
題
　「
60
分
で
わ
か
る
認
知

症
予
防
！
」

◦
講
　
師

　
認
知
症
ト
レ
ー
ナ
ー
　
岡
　
大
輔

◦
と
　
き
　
９
月
10
日
㈫
　
午
前
10

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

固定資産税（２期） ７月31日㈬ ７月31日㈬

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） ７月25日㈭ ７月31日㈬

手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（6 月申請分）８月   ７日㈬ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（6 月申請分）７月17日㈬

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（6 月申請分）７月30日㈫

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費（6 月申請分）７月30日㈫ 保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013  有線 0581
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え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
衣
服
に

火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

③
手
持
ち
の
筒
型
花
火
は
、
手
の
位

置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に

出
さ
な
い
こ
と
。
点
火
す
る
時
や
途

中
で
火
が
消
え
た
と
き
は
、
特
に
注

意
。

⑦
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
。
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

⑧
消
す
時
の
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

８
月
２
日
㈮
、
５
日
㈪
、
23
日
㈮
、

26
日
㈪
、
27
日
㈫
　
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

８
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、

26
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

井原警察署
矢掛幹部派出所

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
６
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
付
　
佐
竹
貫
裕
（
千
葉

県
）、
ア
ラ
ガ
ト
モ
ヒ
サ

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
柳
本
直
美
（
井

原
市
）、
舩
尾
直
美
（
笠
岡
市
）
亀

井
友
記
子
（
総
社
市
）、
津
島
昭
二
、

山
下
英
俊
（
倉
敷
市
）、
小
川
幸
夫

（
岡
山
市
）、
山
崎
直
哉
（
高
梁
市
）、

市
川
篤
志
（
埼
玉
県
）、
杉
尾
隆
文
、

間
部
泰
範
（
東
京
都
）、
松
井
映
美

子（
北
海
道
）、
千
金
勝
美（
福
岡
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

西
山
　
学
（
小
林
）、
中
村
哲
也
（
下

高
末
）、武
井
規
江
、髙
岡
祐
子（
中
）、

守
屋
一
孝
（
江
良
）、
山
部
貴
之
（
小

田
）

▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
廣
井

紘
一（
矢
掛
）▼
美
川
公
民
館
へ（
金

一
封
）
中
村
哲
也
（
下
高
末
）
▼
山

田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
藤
井
一
夫

（
里
山
田
）、
武
井
規
江
、
髙
岡
祐
子

（
中
）
▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

石
井
義
徳
、
㈱
青
監
（
本
堀
）、
中

川
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る
会
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ
▼
小
田
公
民
館
へ
（
金

一
封
）
高
木
繁
夫
（
小
田
）
▼
た
か

つ
ま
荘
へ
（
金
一
封
）
匿
名
希
望
▼

矢
掛
寮
へ
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）
小
田
小

学
校
、（
野
菜
）
匿
名
希
望

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

6　月 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 23 1 0 22
累　計 20 0 0 0 4 4 0 0 0 1 3 6 1 1 128 10 0 118
（前年比） -7 -3 -1 ±0 +4 +4 -3 -2 ±0 +1 -7 +4 -1 -3 -26 -2 ±0 -24

トで確認してください。

飲酒運転の根絶
　矢掛町内においても飲酒事故が発生しています。
　特にこれからの時期は、花火大会や夏祭り等でお酒を飲む
機会が増えると思いますが、お酒を飲んだ状態で車両を運転
することは法律で固く禁止されています。
　飲酒運転はもちろん、車両やお酒を提供したり、車両の同
乗者にも厳しい処分が科せられることになります。これは自
転車の運転も同様です。
　「警察に見つからなければ大丈夫」という軽い気持ちで飲酒
運転をすると、死亡事故等の取り返しのつかない重大な交通
事故を起こしてしまうことになり
ます。
　飲酒運転根絶に向け、町民の皆
さんも絶対に「飲酒運転をしない、
させない、許さない」という社会
づくりを推進していきましょう。

　令和２年４月採用の警察官Ａ・Ｂ（男性・女性）、警察行政
職員Ｂの募集をしています。
　「岡山の安全・安心」を守る警察官・警察行政職員という仕
事は、他の職業では味わえない「やりがい」や「達成感」を得
ることができます。皆さんのチャレンジをお待ちしています。

令和元年度採用試験の区分・日程
区　　分 受付期間 第一次試験 第二次試験

警察官Ａ（男・女）
4月採用

7/5～
8/16

教育試験
　9/22
体力試験
（警察官のみ）
9/19,20,21,
23,24のうち
指定する日

11/15～
20のうち
指定する日

警察官Ｂ（男・女）
4月採用

警察行政職員Ｂ

※受験申し込み・問い合わせ先
　岡山県警察本部警務課人事第二係
　　フリーダイヤル0120-055-314
　　詳しくは、警察署、交番、駐在所で配布するパンフレッ

令和２年４月採用の警察官Ａ・Ｂ（男性・女性）
警察行政職員Ｂの募集

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（令和元年 6月末現在）

17 令和元年７月号



令
和
元
年
7
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/
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この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 7
vol.85

商業検定月間
　６月は地域ビジネス科にとって勝負の月。簿記、珠算・電卓、ビジネス文書等々。様々
な商業検定が始まります！それに向けての検定補習も行われ、クラスの仲間たちと一
緒になって分からないところはお互いに教えあいながら、頑張って勉強しています。
日頃の成果を発揮して、合格を掴みとるぞ！

６月９日㈰

　「カーンッ！」と飛ぶ打球、必死に追う外野。年２回ある球技大会。
男子がソフトボール、女子はバレーボールで競います。クラスのプラ
イドをかけた戦いに、生徒はみな気合十分！応援の声にもおのずと力
が入ります。熱戦の結果、優勝は男子３D、女子２Bでした。終始生徒
たちの笑顔溢れる１日となりました。

６月５日㈬
Top News

　芸術に触れる機会として毎年開催している恒例の芸術鑑賞会。今年は東京から劇団
をお招きし、名作「ヘレンケラー」を上演していただきました。当日は体育館が劇場
に様変わり。役者の気迫を間近に感じた生徒たちは、迫真の演技にぐっと見入ってい
ました。観劇後は劇団員との交流もあり、プロフェッショナルを体感！

芸術鑑賞会 ６月 11日㈫

～矢掛町唯一の高校を存続させるために～

球技大会

昨年秋、岡山県教育委員会から次のような予告が発表されました。

これから５年後以降、入学者数が２年連続して
　　　100人を下回った公立高校は「再編整備」
　　　  80 人を下回った公立高校は「廃校」の対象とする。H30年・秋

　そして今年春、定員 120名の県内公立高校に対しては「リージョナル・モデル研究指定校」として、地域と高校の連携の
在り方を考えていくことが、岡山県教委から示されました（和気閑谷、高梁城南、矢掛、鴨方、笠岡商業、笠岡工業の６校）。
矢掛町には以前から矢掛高校の存続や魅力化を考える組織が複数ありましたが、昨年秋からの流れを受けてそれらを「リー
ジョナル・モデル研究協議会」に統合発展。今後さらなる連携強化や具体的な協議が行えるようになります。県内の都市部
と中山間地域（地方部）との「地域間格差」が顕著になりつつある昨今。どこの「地方」でも高校の存続問題は浮上してき
ています。地域から「高校」がなくなると町はどうなるのか？地域の高校でどんな若者を育てたいのか？他の学校にはマネ
できない、矢掛町にある高校だからこそ学べること・伸ばせる力とは何なのか？様々な観点から「地方」を勇気づける話し
合いがこれから行われていく予定です。研究期間は今年度から３年間。研究期間が終わっても、町と学校の二人三脚が続い
ていくような有意義な協議会にしていきたいと考えています。

＜リージョナル・モデル研究協議会 会員一覧＞　◎：協議会会長　○：協議会副会長　△：顧問
◎町長、 ○矢高校長、 ○町教育長、 △岡山県議会議員、副町長、町議会議長、矢中校長、矢小校長、自治協議会長、公民館館長、備中西商工会代表理事、や
かげ町家交流館代表取締役、やかげ DMO理事長、岡山大学地域総合研究センター、NPO 法人カタリバ、山陽新聞矢掛支局長、矢掛放送代表取締役、矢高
同窓会副会長、矢高 PTA会長、矢中 PTA会長、矢高地域連携担当、矢高地域協働活動コーディネーター、岡山県教育庁高校教育課

▲第１回研究協議会での
　会長挨拶の様子

リージョナル・モデル研究協議会

編

集

後

記

　今
月
は
「
夢
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
取
材
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　「夢
の
教
室
」（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）の
取

材
に
伺
っ
た
際
に
児
童
の
一
人
が
「
矢

掛
町
役
場
の
職
員
に
な
っ
て
、
矢
掛
町

を
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
た
い
。」

と
自
身
の
夢
を
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　「す
ご
い
な
ぁ
」と
感
心
す
る
と
同
時

に
、
私
た
ち
役
場
職
員
は
ス
ポ
ー
ツ
選

手
や
芸
能
人
等
と
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
矢
掛

町
の
明
る
い
未
来
」
と
い
う
夢
や
希
望

を
与
え
ら
れ
る
職
業
で
も
あ
る
と
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
夢
が
こ

の
町
で
叶
い
ま
す
よ
う
に
。
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